












近年の知的障害者福祉 における 厂入所施設」から 「地域生活」への移行の取 り組みは、「脱施




在宅及び地域を中心とした福祉サービスのあ り方へと転換 してい くことをさすのである。さら
にいえば、サービスに人をあつめるという基本設計から人にサービスを集めるという基本設計
の変更、すなわちシステムの転換 ということになる(2)。いずれにしても、この 厂脱施設化」の




























や指導 ・訓練 といった考え方 とは異なる 「生活支援」を基盤にした考え方に基づいて行われて















るが、自分 自身の生活に関わることは自分 自身で選択し決定 していくことをさす。そのために



































域生活支援をシステムとして取 り組むことにもつながってい く。これ らの援助のためには、コ
ーディネー トやネットワークの視点や手法が求められる。第五に、「⑤地域との関係調整」であ





2.グ ループホームにおける援助実践 の現状 と問題
(1)援助実践に関する実態調査及び研修会報告
厚生行政科学研究事業による 「国制度 によるグループホームの実態 に関する調査2001年」
(以下、実態調査2001年版)、各都道府県の実態調査(8)によれば、グループホームにおける援助




した上で、「援助内容」及び 「援助方法」について集約 して現状と問題点を整理 し、検討を くわ

















えられる。 さらに、それらの経験 をふまえ 厂独立心、自立心が芽生えた(11)」という点も指摘さ
れている。
しか し、一方で入居者同士や職員 との 「人間関係の トラブル(12)」で苦慮 している点も指摘 さ
れている。 グループホームが少人数の仲間同士で一緒に暮 らせる、あるいは相談相手である援
助職員が常 に近 くにいることによる利点がある半面、やは り集団生活による人問関係上の弊害
が存在 し、決して一個人の自立 した個人生活ではないことを明らかにしている。さらに、グル
















携 ・調整」 にあたる業務 として、「就労先や 日中活動の援助者との関係調整」「バックアップ施
設や地域生活支援センターとの連携」「行政や他のサービス提供者との関係調整」に関する業務







ついては、入居者の個hの 生活のありように関わる業務であ り、実態把握が必要 と考える。
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1.食事 の準備 ・調理 ・
配膳 ・後片付 け等
7 138 2 10 257 1,169 19 32 12 1,646
0.4% .. o.i% 0.6%15.6%71.0%1.2%1.9%0.7%100
2.給食材料 の発 注 ・購
入 ・搬送 等








112 124 475 24 69 634 117 70 21 1,646
.. 7.5%28.9%1.5%4.2%38.5%7.1%4.3%1.3%100
5.日常 の健康 管理 ・発
病時の対応
175 443 681 20 142 162 0 9 14 1,646
10.6%26.9%41.4%1.2% .'. .. 0.0%0.5%0.9%100
6.通院 の付添 ・受薬 ・
医療機 関 との連携
337 346 509 129 133 137 12 26 17 1,646
20.5%21.0%30.9%7.8%8.1%8.3%0.7% 1.6%1.0%100
7.利用者 か らの相談 の
対応








626 113 737 88 27 13 0 23 19 1,646
38.0%6.9%44.8%5.3%1.6%0.8%o.o%1.4%1.2%100%
10.利用 者の金銭管理












207 90 133 183 53 46 568 133 233 1,646
12.6%5.5%8.1%11.1%3.2%2.8%34.5%8.1%14.2%100
14.余暇 活動の支援
299 267 528 92 57 174 159 34 36 1,646
18.2%16.2%32.1%5.6%3.5%10.6%9.7%2.1%2.2%100%
15.家族 との連絡調整












184 513 524 104 221 71 4 3 22 1,646
11.2%31.2%31.8% 6.3%13.4%4.3`%o.z%o.z% 1.3% 100
19.建物 の補修等 の維持
管理
557 91 474 311 75 5 1 8U 52 1,646
33.8%5.5% ... 18.9%4.6%0.3%0.1%4.9%3.2%100
20.利用 者負担金 の会 計
処理
488 377 108 452 151 8 1 24 37 1,646
29.6%22.9%6.6%27.5%9.2%0.5%o.i/1.5%2.2%100%
21.財産 管理 を委託 され
てい る場合 の管理
523 45 88 525 17 25 6 84 333 1,646
31.8%2.7%5.3%31.9%1.0%1.5%0.4%5.1%20.2%100°0
22。近隣 ・地域 との連 絡
調整
250 551 500 $4 164 62 2 10 23 1,646
15.2%33.5%30.4%5.1%10.0%3.8%0.1%0.6°0 1.4%100%
23.行政機関 との連 絡





















ずかなが ら紹介 されているが、その実証的研究については確認することができない。 しかし、































らえ、そ こでの支援 をどう展開 していくのか、そして援助職員の援助方法にもつながる基本的
な考え方でもある。



































その過程 とは① フェイスシー トの作成→② アセスメン ト(事前評価)の 実施→③個別支援計画
の策定→④計画の実施→⑤モニタリング→⑥エバ リュエーション(事後評価)の 順である。
①フェイスシー トとは利用者のプロフィールなどの基本的な情報を確認し整理することであ ノ







を設定し実施 してい くことが重要である。③個別支援計画の策定 とは、前述したように総合的
個別支援計画及びグループホーム個別支援計画等の策定をさす。その策定においては、入居者
の想いや願いを基本 とした、本人の望む生活 を実現するためにいかに支援 してい くかという観























個別支援計画表(試 案)の 項 目及び内容を示すことで、この計画に基づいた支援の方向や内
容を検討 してみたい。当然、個別支援計画策定の前提 とし、アセスメント作業が必要となるが、
総合的個別支援計画策定の際に実施されていることから、ここでは省略する。
その項 目とは、①将来像(長 期目標)② 年問目標③達成課題(短期 目標)④ 支援上の留意点、
の4項 目である。
①将来像(長 期 目標)







将来像(長 期 目標)に 近づ くための、 目標設定でもある。
③達成課題(短 期目標)
年間目標 をさらに具体化 したもので、次の5領域をあげてお きたい。


































































これまで、グループホームにおける個別支援計画の必要性 と重要性 を確認 し、計画の枠組み
を示 してきたが、実施にはいくつかの課題が考えられる。第一・に、計画の策定及び実行にあた
っての援助職員の力量 とスタッフ体制の問題である。援助職員が現状では 「世話人」 としての
業務を行いなが ら、「個別支援計画」を策定 しそれに基づいた援助実践を行うことは非常 に困難
である。やは り地域生活支援センターが中核的役割を担い、センターのコーディネーターが中
心 となって、基盤 となる総合的個別支援計画を策定 した上で、グループホーム援助職員 ととも






ような指導 ・訓練型の援助につなが らないか、入居者本人のエンパワメントやQOLの向上 に結
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びつ き豊か な地域生活 を実現 で きてい るのか、 な どを計 画の実施結果 か ら検証 してい く必要が
ある。 その こ とによ り、今後 の地域 生活支援 にお けるグルー プホームの援助 の中味や質 さらに
はあ り方 につ いての論議が進む もの と考 える。
お わ りに
2004(平成16)年10月に厚生労働省 か ら 「今 後の障害保健福祉施策 につ いて(改 革のグ ラン
ドデザイ ン案)」が提示 された。 グラ ン ドデザイ ン案の 中のグループホームの再編案 による と、
障害程 度別 に分類 され さ らに生活集 団規模が拡大す る ことが想定 され、入居者 間の相互 関係 や
人 的環境 に大 きな変化 を もた らし、 グルー プホームにおけるQOLの低下 も予想 されている。 ま
た今後 、知的障害者 の地域生活移行 をさらに推進 していけるか どうか は、 グループホームにお
ける援助実践 の内容 と結果 ・効果 に大 き く左 右 されてい るといって も過言 ではない。
現在 、知的障害者福祉 を取 り巻 く環境が めま ぐる しく変化 してい る状況下 にお いて、 グルー
プホームは地域の 中で徐 々に広 が り始め、認知 されて くるに したがい、そ の 「援助 の質」 が大
き く問われて きて いる。つ ま り、 グルー プホームのこれ までの援助内容や方法 の検証 と、新 た
な援助 方法が求め られ てい るこ とを意味 している。そ して、それ はグルー プホー ムにおける地
域生活 とい う環境条件 を活か した、 入所 施設処遇 の延長線 上 にない もので なけれ ばな らないは
ず である。そのた めには、各地 で行 われて いる援助実践 を もち よ り、多 くの関係者 の議論 を も
とに開発 ・実施 ・評価 の蓄積が行 われ なければな らず、 その ひとつの方法 と して、 グループホ
ームにお ける 「個別支援計画」の作 成 と実行 さらには検証 が求め られている と考 える。その














































(20)エドウィン ・ジョーンズ、キャシー ・ロウ著、中野敏子監訳 ・編、前掲書



















(26)財団法人日本知的障害者福祉協会 調査 ・研究委員会 『知的障害者のためのアセスメントと個別支
援計画の手引き一2004年度版』2004年、p.37
この手引きは、知的障害児 ・者施設における個別支援計画作成のためのものである。その中のアセ









この論文 は2005年提 出の修士論 文 『知的障害者の地域生活 支援 における援助職員のあ り方 に関
す る研 究』 「第4章 グループホームにお ける援助実践の 問題 と課題」 を加筆修正 した もの であ
る。 資料提供 を して くだ さった 「明治学 院大学地 域生活 サ ポー ト研 究会(代 表 中野敏子)」
「出発 のなかまの会」 の皆様 そ して指導教官の 岡村 正幸教 授 に深 く感謝申 し上 げます。
(たなか きよし 新潟福祉 医療 専門学校)
(指導:岡 村 正幸 教授)
2005年10月19日受理
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